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2790800565
みとうメディカル株式会社
みとうグループホーム公園通り
認知症対応型共同生活介護
大阪市東住吉区矢田二丁目4番4号

特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン
大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階
令和　　６年　　２月　　22日

『楽しい公園通り』をコンセプトに、利用者様の状態に応じた声掛けやアプローチをかけている。
アプローチをかけることにより、利用者様の認知症進行に抑制を図り、
また、ＡＤＬの低下防止を目標として体操や頭脳トレーニング等のレクリエーションを行っている。
特に、実際に利用者様に生の季節感を感じていただくことを目的として、
季節感のあるイベント（具体的には、春のお花見、夏祭りでの花火やスイカ割り、
秋のおやつレクリエーション、冬の御堂筋イルミネーションツアー等）を行うことで、
これまでと変わらない日常生活の延長を図るよう努めている。

令和3年5月に設立以来、間もなく４年目を迎えようとするグループホームである。事業所内では全体を
３ユニットに分けて一人ひとりの生活状況を正確に把握しやすいようにされ共同生活の支援を実践され
ている。管理者や職員は理念の主軸にも謳われているような利用者への家庭的な環境の提供と、尊厳
あるその人らしい生活ができるような支援に努力され邁進されている。認知症進行予防対策について
も、利用者の精神の活性化を図る事の重要性を認識され自己研鑽に励まりたり、パーソンセンタードケ
アに基ずいた方法を取り入れられたりもしている。また、地域に愛され信頼されるホームと地域住民と
の交流も目指されており、目標達成計画にも努力対象とされていた。コロナ渦の中でもあり感染防止対
策を優先しなければならない事情もあったが,地域の矢田中会館に赴きイベント事のチラシ配布をされ
たりして手がかりを模索されている。

令和　６年　２月　８日 評価結果市町村受理日 令和　　6年　3月　　26日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合 http://www.osaka-kaigohoken-kohyou.jp 


